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【企画趣旨】 
 2016 年から施行された障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律では，障害者に対して合理的配慮を行う

ことが求められている。教育分野における合理的配慮とし

て教科書を含む教材については，障害特性に応じたデジタ

ル教科書・教材を用いた教育の情報化が推進されており，

合理的配慮及びその基礎となる基礎的環境整備が必要とさ

れている。 
 近年のデジタル技術の進歩により録音図書，デイジー図

書が普及，さらには音声に加えて同じ内容のテキストや画

像も表示可能なマルチメディアデイジー図書が普及しつつ

ある。 
 読み書きに困難のある児童生徒の学習特性に応じた活用

が可能であるマルチメディアデイジー図書は，教育におけ

る合理的配慮となることが考えられる。そのため，基礎的

環境整備としてマルチメディアデイジー図書を必要な時に

いつでも活用できる環境を整備することが必要であると言

える。 
 日本障害者リハビリテーション協会は，教科書製作ボラ

ンティア団体と協力し，小中学校の検定教科書をマルチメ

ディアデイジー化して提供している。しかし，試験問題は

マルチメディアデイジー化されておらず，試験の際に，合

理的配慮を提供できていないのが現状である。そこで本シ

ンポジウムでは，試験問題をマルチメディアデイジー化し

た事例を通して，課題及び今後の展望を検討することを目

的とする。 
【話題提供者の趣旨】 
井阪幸恵（和泉市立国府小学校） 
ここ数年子どもたちの学習上の弱さを丁寧に把握してい

る。そこで見えてきたのは，読みの課題を有することによ

って学力低下を起こす児童が相当数いるという現実である。

ペーパーベースのテストでは 20～30 点しか取ることがで

きなかった児童が，事前にデイジー教科書を数回読むだけ

で 70～80 点取れることは通例と言える。また，代読があ

れば初見の文章でも同様な結果が得られる。そのため，テ

スト問題をデイジー化すれば，代読による人的な制約がな

くなるだけでなく，児童が自ら一人で問題解決できること

は自尊感情が向上し達成感を得ることができる。本校での

実践の様子や方法等を紹介する。 
森慶子 （香芝市立下田小学校） 

 ＬＤ傾向で読み書きに困難さがある児童に対して，マル

チメディアデイジーを使用している。 
 テスト問題もデイジー化しており、児童によっては細か

い速さの調整やハイライト機能を選択することができたの

で，読みやすかったようである。 
 その結果，普段行っているルビ付きのテストより正答率

が高く，テストの所要時間も短縮することができた。 テス

トの結果ではデイジー化した試験の結果がよかったものの，

二人ともやりやすいと感じたのは，普段から行っているル

ビ付きテストだったようである。今後はデイジーの操作性

を向上させ，より身近なツールとして使える環境を構築し

ていくことが望まれる。 
柳原伸子（東御市立和小学校） 

通常学級の国語の授業において、読み書きに支援の必要

な児童がデイジー教科書を使用している。また、既習の国

語のテストをマルチメディアデイジーとペーパーベースで

実施し両者とも 9 割前後の正答率となっている。徐々にテ

ストに対する本児のモチベーションも高まってきている。

一方、初見文のペーパーベースのテストの際には代読及び

問題文の説明を必要としている。 
そこで、マルチメディアデイジー化した初見文のテストを

タブレット上で繰り返し操作することにより内容の理解に

つながっていくのか、また、本児の読解力にマルチメディ

アデイジー化はどのように影響しているのかを探りたい。 
金森裕治（大阪教育大学）    
小学校 5 年生の児童に対して，4 年生の 2 学期よりタブ

レットでのデイジー教科書の活用を始めた。タブレットを

使用し「自分ひとりで」「時間内に」問題が解けたことへの

喜びがとても大きく，自信へとつながった。3 学期からは

テストをデイジー化し，今まではペーパーベースでの書き

込みでは，国語など一桁の点数，二桁あれば良いほうだっ

たが，平均点前後又はそれ以上の点数を取ることができる

ようになった。それだけではなく，本人のテストへの取り

組む姿勢が，とても前向きになった。学習も含め学校生活

にとても意欲的に取り組むようになった。 
【指定討論者の趣旨】 
検定教科書の大部分はマルチメディアデイジー版が提供

されているが，副教材や単元テスト等に関してはいくつか

の先進的試みがあるものの，デイジー化が進んでいないの

が現状である。特に試験で読み書き困難な児童生徒への支

援がなければ題意を理解できず，単元の内容理解が充分で

も実力を発揮できない結果となりかねない。指定討論者は

各話題提供者の報告を踏まえ，デイジー版試験問題の「①

有効性 ②適合性」，今後進めてゆくための「①制度 ②環境」

の視点から，特に試験方法の標準化，使用方法の習熟，教

室内での理解とルール等に関して討論に参加する予定であ

る。 
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